
群

難
 

串

Ⅱ
幸
Ｔ
Ｊ
可

鼎
謬

営
む
》
、

坤
貼
Ａ

①
 
も
の
が
た
り
を
珪
訓
む
。

か
ん
字
の
よ
み
を
か
き
ま
し
ょ
う
ノ
。

②
珪
訓
圭
日
を
す
る
。

／
、
ク
を
西
貝

争
、
、
 
〉
ノ
／
令

や
、
ノ
く
。

⑨
お
 
米
 
を
と
ぐ
。

お
か
し
を

⑥
三
 
分

⑩
妹

日
一
日
一
日
一
日

０

，
７

施
月
月
月

実

を
だ
き
上
げ
る
。

１
’２
’３

け
る
。

上
の

ぷ

て
て
き
あ
が
る
。

⑫
友

ナ
て
 
十
め
叶
叩
フ
つ
。

を
見
る
。

⑬
親
 
友

⑰
先
生
と
話
す
。

だ
十
つ
と
あ
そ
ぶ
。

を
な
、
ら
、
７
。

⑭
だ
れ
か
が
来
る
．

⑱
串
一
言

に
 
な
る
。

⑮
来
 
年
 
の
目
ひ
ょ
う
．

司
刈
お
ぼ
え
て

⑲

、
、
Ｌ
、
、
 
○

Ｉ
子
ｕ
ｌ

ｌ
も

１
１

う
か
ん
で
い
る
。

ミカ

⑯
お
も
し
ろ

⑳
大
き
な

⑳

家
 
来
を
よ
ぶ
。

か
ぞ

⑳
数
え
る
。

回
 
数
を

子
芒
ｆ
ト
ラ
ｋ
ラ
つ
。

そ
ノ
く
、
、
て
出
か
け
る
。

⑳
 
こ
ま
を

華 ,
溝

時 間 正 答 数

分 ／ 2 4

分 ／ 2 4

分 ／ 2 4

⑧
ぞっ
、 ．

l l
ノ

⑦

方｜方’

舟織､朝 , ｡ …動晶 ･晶寸群 ' ' ･
謬 馨 ､ , ; 品 等 一 '

' 命 ‘ ． , ： 噌 蠅

冤 冬 '

蝿 噂 魚 一 ' '

直かん字ドﾘﾙ藍■
かん字の よ

⑤

轄 ・ ､ 識 噌 韓

牢 ､ 串 F 罰

④ ③

分’

肉’

（、

み （

話
○

デー
と

7）
○

’

の

⑪

門

回
す

○

’

⑳

家’
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○
｜
■ｒ①い

②
ね
ん
土
のひ

か
り

『
、
、
、

日
の

力
た
 
か

ね
だ
ん
が手

芒
 
こ
、
え
う
勺
。

と
む
か
し
。

ク
ッ
キ
ー
を

い
 
ち
 
ば

たの

⑨
楽
し
い
と

じ
 
ぶ
 
ん

し
 
や
か
 
い

の
毫
茎
坐
え
。

Ｌ
 
か
八

時
間
。

フグ

あ
 
き

⑫
が
も
う
お
わ
る
。

か

⑬
 
ノ
ー
ト
に
字
を

く
Ｏ

こ
こ
ろ

⑭

｜
を
 
こ
め
る
。

を
見
る
。は

-な

↓
 
詳
叩
十
９
．

⑰
…
ｒ
葛
．

せ
 
ん

⑱
評
Ｉ
：
：
。は し

⑲
車
が
輔
い
訓
〃
Ｆ
患
，

⑳
、
て
こ
ぼ
こ
な

圭
ら
ヤ

じ

⑳
十
時
に
 
ぉ
 
左
 
の
む
。

こ
 
と
 
り

⑳
 
一
 
が
さ
え
ず
る
。

と
 
お

⑳
・
ハ
ス
が
る
。

ち
 
ちｒ

を
よ
ろ
こ
ば
せ
る
。

か
ん
字
を
か
き
ま
し
ょ
う
。

ノ
＼
易
く
○

こ
『
７
ｘ
」
ノ
く

た
 
に

１
’２
’３

は
た
ら
ノ
く
、
。

ち
ず

⑯
小
さ
な、

と
 
ち

竃
斌串 j 唱 唱

, 蕪 ､ F 1

, T 域

実 施 日 時

月 日

月 日

月 日

間 正 答 数

分 ／ 2 4

分 ／ 2 4

分｜ ／241

⑧ ⑦ ⑥

「一つ

ノ
く

る
○

, ､ 晶 才 _ L･¥笹唱

_ 牛

・難農;：
樹 澪 衲

r

、 ： ， ‘ 胤 織
- 荊 閑 号‘ ” 鳶

■かん字ドﾘﾙp■
かん字の かき

⑤ ④ ③

とり (6)

⑭

⑪⑮

溌譲《
学

ま
、 ●

､）、

し
（､

○

一つ

⑩

「 お
＋
t」

、
7
○

○

、、
○

､〕、 に
; プ
つ ，

○

一プ
〔．

沌 罰 ̅ 串i'

蕊.：
1．
+F,¥

叢 亨

一士酔設諺設
錨

’ 1 鋸 群

議 : 噌 噌 t 錘 菩

､､＊
晶 蒋 唖

名字

F I r

「更
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